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そ
の
後、

安
全
実
態
の
向
上
等
を
踏
ま
え、
原
子
力
発
電
餃
侮
を
除
き、
平
成
七
年
に
は、
鷺
気
事
業
法
は
他
法
令
に
先
駆
け
て
自
己
責

任
原
則
を
重
視
し
た
安
全
規
制
の
合
理
化
等
を
基
本
方
針
と
し
た
規
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
C

具
体
的
に
は、
設
置
者
等
に
よ
る
自
主
的
な

保
安
確
保
を
前
提
に、

審
査
や
検
査
と
い
っ
た
国
が
直
接
関
与
す
る
範
囲
を
大
幅
に
縮
小
す
る
と
と
も
に、
工
程
中
検
査
や
定
期
検
査
に
つ

い
て
も、
記
録
に
よ
る
確
冦
を
大
幅
に
取
り
入
れ
る
等
の
改
正
を
行
っ
た

C

平
成
九
年
に、
環
境
影
警
評
価
法
が
制
定
さ
れ
る
に
当
た
っ
て、

発
電
所
固
有
の
手
続
を
電
気
事
業
法
で
規
定
す
る
た
め
の
法
改
正
が
行

る。

第
二
章

電
気
工
作
物
に
係
る
安
全
確
保`
ン
ス
テ
ム
は，
昭
和＝＝
＋
九
年
に
制
定
さ
れ
た
電
気
事
業
法
を
中
心
と
し、
電
気
工
作
物
そ
の
も
の
の
技

宛
基
準
適
合
性
を
設
置
者
に
義
若
付
け
る
と
と
も
に、
工
事
計
画
の
審
査、
使
用
前
検
査，
逗
転
開
始
後
の
定
期
検
査
と
い
っ
た
多
段
階
に

わ
た
る
国
に
よ
る
直
接
的
な
関
与
を
位
置
付
け
た
仕
租
と
な
っ
て
い
た。
法
制
定
当
時
は
相
当
数
の
電
気
事
故
が
発
生
す
る
中、

霞
気
設
惰

の
大
容
量
化、
社
会
生
活
の
複
雑
化・
高
度
化
に
伴
う
安
全
水
準
の
向
上
に
対
す
る
社
会
的
要
請
の
高
ま
り
等
を
背
景
に
規
叫
体
系
が
確
立

さ
れ
た
が、
こ
れ
ら
の
安
全
規
制
は、

そ
れ
以
降
の
事
故
の
未
然・
再
発
防
止
の
親
点
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ

自
己
責
任
の
明
確
化
に
よ
る
保
安
規
制
の
合
理
化
！
平
成
七
年
電
気
事
業
法
改
正

発
電
所
固
有
の
環
境
彩
響
評
価
の
手
読
を
規
定
5
平
成
九
年
電
気
事
業
法
改
正

い
る。
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電
力
安
全
規
制
の
見
直
し
の
概
要

．

即

っ妥コ
母
弓―

の
確
保

ぶ
累
委
ギ
ーー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゃ

塁
保
全
等
の
課
題
と
の
両
立、
③
最
終
保
障、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ピ
ス
の
確
保、
®

塁

畠
遅
等
に
つ
いく
て
検
討
を
行
っ
た
上
で
全
面
自
由
化
を
実
恵
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ、
新
制
度
施
行
か
ら
更
に
二
年
程

翌
経
過
と
だ
平

翠

嚢
四
月
頃
を
目
途
に
全
面
自
由
化
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
た。
平
成
十
五
年
改
正
法
附

則
に
お

塁
も、
法
施
行
後一＿＿
年
を
経
過
し
た
時
点
に
お
け
る
施
行
状
況
を
塁
案
し、
必
要
に
応
じ
て
制
度
を
検
証
す
る
こ
と
を
求
め
て

N
奨
1

- 
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② ①
ー

我
が
国
に
お
い
て
は 、
昭
和
四
十
七
年
六
月
に
「
各
種
公
共
寧
業
に
係
る
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て」
の
閣
議一
↓
解
が
行
わ
れ 、
各
公
共

事
業
を
所
掌
す
る
行
政
機
関
に
対
し 、

「
あ
ら
か
じ
め 、
必
要
に
応
じ 、
環
境
に
及
ぽ
す
影
響
の
内
容
及
び
程
度 、
環
境
破
壊
の
防
止
策 、

代
答
案
の
比
較
検
討
等
を
含
む
餌
査
検
討」
を
行
わ
せ 、
そ
の
結
呆
に
基
づ
き
「
所
要
の
括
置」
を
取
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
と
し 、
こ
れ

ア
に
よ
り
本
格
的
な
環
境
影
署
評
価
に
関
す
る
取
組
が
始
ま
っ
た •
発
電
所
の
環
境
影
響
評
面
に
つ
い
て
は 、
涵
商
産
業
省
は
昭
和
五
十
二
年

に
「
発
電
所
の
立
地
に
関
す
る
環
境
影
響
珂
査
お
よ
び
環
境
審
査
の
強
化
に
つ
い
て」
を
省
猿
決
定
し ，
発
電
所
の
環
笑
影
響
評
価
制
度
の

構
築―
充
実
を
因
っ
て
き
た 。
ま
た 、
昭
和
五
十
九
年
八
月
「
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て」
の
閤
議
決
定
が
行
わ
れ 、
政
府
と
し
て

統一
的
な
ル
ー

ル
に
基
づ
く

環
境
影
響
評
価
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い 、

発
電
所
に
つ
い
て
は
当
骸
閣
議
決
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
引

き
笹
き
省
議
決
定
に
基
づ
く
環
境
影
響
評

価
（
以
下
「
省
箋
ア
七
ス」
と
い
う 。）
が
行
わ
れ
て
き
た ．
そ
の
後 、
平
成
六
年
十
二
月
の
環

境
基
本
計
画
に
お
け
る
「
内
外
の
制
度
の
実
施
状
況
等
に
関
し 、
関
係
省
庁一
体
と
な
っ
て
詞
査
研
究
を
進
め 、
そ
の
結
果
等
を
踏
ま
え ，

法
制
化
も
含
め
所
要
の
見
直
し
を
行
う」
と
の
政
府
方
針
が
示
さ
れ 、
そ
れ
に
沿
っ
て
「
環
境
影
蓉
評
価
制
度
総
合
研
究
会」
が
装
置
さ
れ 、

平
成
8
年
6

月
に
「
環
境
影
響
評
毎
制
度
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て」
と
題
す
る
報
告
書
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

0

平
成
八
年
六
月
に
は
中

央
環
境
審
霧
会
に
対
し
「
今
後
の
環
境
影
響
評
価
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て」
が
諾
問
さ
れ 、
現
境
影
響
評
価
制
度
の
法
制
化
に
つ
い
て
審

議
が
な
さ
れ 、
平
成
九
年
二
月
の
答
申
を
受
け
て 、
平
成
九
年
六
月
に
「
環
境
影
響
評
価
法」
が
制
定
さ
れ
た 。

こ
の
「
環
境
影
響
評
価
法」
の
制
定
に
伴
い 、
発
電
所
の
環
境
影
誓
評
価
も
同
法
の
対
象
と
な
っ
た
が 、

過
去
二
十
年
間 、

電
涎
立
地
の
円
滑
化
の
た
め 、
通
商
産
業
省
の
雀
議
ア
セ
ス
制
度
に
お
い
て 、
手
線
の
各
段
階
か
ら
国
が
監
督
指

導
し 、
十
分
な
実
綾
を
上
げ
て
き
て
い
る

民
問
事
業
者
の
個
別
事
業
が
電
力
の
安
定
供
給
と
い
う
国
の
施
策
と
強
い
関
わ
り
を
持
つ
と
い
う
特
殊
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ

手
練
の
各
段
階
で
国
が
関
与
す
る
特
例
を
設
け
る
よ
う
平
成
九
年
に

等
の
理
由
に
よ
t ，
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
す
る
手
笠
に
加
え
て 、

電
気
事
業
法
が
改
正
さ
れ 、
平
成
十一
年
六
月
の
環
境
影
響
評
価
法
全
施
行
と
同
日
付
で
施
行
さ
れ
た 。

新
制
度
の
発
電
所
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
手
親
に
お
い
て

手
読
に
つ
い
て
は
電
気
事
業
法
で
規
定
し
て
い
る 。

る
発
電
所
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
手
笠
の
フ
ロ
ー

図
を
示
す。
な
お 、
環
境
影
響

図
1
に
環
境
影
響
評
価
法
及
び
霞
気
事
業
法
に
お
け

評
価
の
手
読
を
要
す
る
第一
種
事
業 、
第
二
植
事
業
の
発
電
所
の
親
模
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る 。

第一
種
事
業

第
二
種
事
業

3
万
k

W
以
上

地
熟
発
電
所

原
子
力
発
電
所

一
般
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
環
境
影
響
評
価
法
で
差
定
し 、

発
電
所
固
有
の

1
1
.
2
5

万
k
W
以
上
15
万
k
W
未
演

a
.
7
5

万
k

W
以
上
1

万
k

W
未
満

大
臣
の
勧
告

塁
保
全
対
策 、
環
境
へ
の
影
響
の
予
測・
評
伍
等
を
記
載
し
た
書
類
（
環
境
影
蕃

対
象
事
業
に
係
る
事
業
計
画，
環
境
の
現
況、

評
価
準
億
書）
に
対
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
勧
告

法
を
記
戦
し
た
書
類
（
環
境
影
響
評
価
方
法
寄）
に
対
す
る
経
浣
産
業

環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
調
査 、

予
測
及
び
評
価
の
手

第
二
種
事
業
の
判
定
に
当
た
り r

阿
易
な
環
境
影
響
評
価
の
実
施

ま
た 、
以
下
に
発
霞
所
の
固
有
の
手
装
を
示
す。

全
て

1
万
k
而
以
上

水
力
発
電
所

火
力
発
電
所

15
万
k
W
以
上

2.
2
5
万
k
W
以
上
3

万
k
W
未
濶

る
イ わ

れ
た
q

-

17 
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た。 い
て
は、
公
益
法
人
に
限
ら
ず
民
問
企
業
の
参
入
を
可
能
と
す
る。

る。

環
境
影
響
評
価
書
に
対
す
る
経
済
産
業
大
臣
の
変
更
命
令

環
境
影
呼
評
価
草
価
書・
環
境
影
響
評
価
書
に
勧
告•
変
更
命
令
の
内
容
を
記
載

環
境
影
唱
評
価
結
呆
の
工
事
計
画
の
認
可
（
届
出）

要
件
化

発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
み
な
ら
ず、
維
持
及
び
逗
用
に
お
け
る
環
境
保
全
の
適
正
な
配
慮

官
民
の
役
割
分
担
を
見
直
し
た
合
理
的
な
電
力
安
全
規
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
i
平
成
十
一
年
電
気
事
業
法
改
正

現
在、

技
術
進
歩
や、
殷
置
者
等
に
よ
る
自
主
的
な
安
全
対
策
の
充
実
等
を
背
景
に、

事
故
の
減
少
等
安
全
水
準
が
大
幅
に
向
上
し
て
い

玉
方、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
社
会
は
国
際
的
に
関
か
れ、
自
己
責
任
原
則
と
市
湯
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
立
胸
し
た
自
由
な
経
済
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
と
と
も
に、
経
済
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め、
民
間
能
力
を
活
用
し、
市
場
が
健
全
に
機
詫
す
る
た
め
の
環
境

整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て、
安
全
規
制
に
つ
い
て
も、

基
準・
箆
証
制
度
全
体
の
見
直
し
の
中
で、
自
己

責
任
を
原
則
と
し
て、
国
の
関
与
を
必
要
最
小
限
の
施
囲・
内
容
と
す
る
こ
と
と
等
の
銃一
的
な
観
点
か
ら、
制
度
の
点
検
が
行
わ
れ
た。

電
力
安
全
分
罫
に
お
い
て
も、

基
準・
認
証
制
度
全
体
の
見
直
し
や
電
気
事
業
規
制
見
直
し
と
の
差
合
を
図
り
つ
つ、
安
全
レ
ベ
ル
を
維

持
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
大
前
提
に、

新
た
な
霞
力
安
全
苑
保
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
ぺ
く、
産
業
携
造
審
議

会
基
準
豆
証
部
会
及
び
露
気
事
業
審
議
会
基
本
政
策
部
会
の
下
に
電
力
安
全
問
題
検
討
合
同
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
平
成
十
年
十
月
か
ら

喜
が
重
ね
ら
れ
た。
そ
の
際、

近
年
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
政
策
決
定
過
程
の一
層
の
透
明
化
を
図
る
観
点
か
ら、

多
様
な
意
見
を
電

か
安
全
問
題
検
討
合
同
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討
に
反
映
さ
せ
る
た
め
バ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
が
行
わ
れ
た．
こ
れ
ら
を
踏
ま
え、

下
記
を
主
た
る
内
容
と
す
る
電
気
事
業
法
の
改
正
が
行
わ
れ、
平
成
十一
年
八
月
に
可
決
成
立
し
た．

切

政
府
認
証
か
ら
自
己
薙
認
へ
の
移
行

原
子
力
発
電
設
備
を
除
く
事
業
用
電
気
工
作
物
に
つ
い
て
は，
工
事
計
酉
認
可
を
廃
止
（
届
出
化）

す
る。
ま
た
国
に
よ
る
使
用
前
検
査

溶
接
検
査
（
原
子
力
発
電
設
備
に
係
る
も
の
を
含
む口）、
定
期
検
査
を
廃
止
し、
技
術
基
準
へ
の
適
合
確
認
を
設
置
者
が
み
ず
か
ら
行
う
こ

と
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に、
設
置
者
に
対
し、

検
査、
記
録
の
作
成・
保
存
を
義
務
付
け
る
（
法
定
自
主
検
査
化）・

切

事
業
用
竃
気
工
作
物
設
置
者
に
お
？
る
自
主
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
に
つ
い
て
審
査
す
る
仕
組
の
導
入

法
令
上
検
査
記
録
の
作
成・
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
る
事
業
用
電
気
工
作
物
の
設
置
者
に
対
し、

当
該
電
気
工
作
物
に
係
る
自
主
検
査
の

実
施
に
係
る
体
制
に
つ
い
て、
国
が
行
う
審
査
を
受
け
る
菱
務
を
課
す
（
安
全
管
理
審
査
制
度
の
創
設）。
当
該
審
査
に
つ
い
て
は、
そ
れ

ぞ
れ
の
設
置
者
の
自
主
検
査
の
実
施
に
係
る
体
制
（
組
織
検
査
の
方
法、
工
程
管
理
等）
に
応
じ、
回
に
よ
る
審
査
頻
度
に
差
を
設
け
る

等、
駿
置
者
の
安
全
性
の
向
上
に
向
け
た
取
器
を
促
す
仕
組
み
と
す
る。

⑧

指
定
代
行
機
関
の
活
用
及
び
民
問
企
業
の
参―
人

安
全
管
理
審
査
に・
つ
い
て、
そ
の
業
務
を
国
が
指
定
す
る
指
定
代
行
機
関
（「
指
定
安
全
管
理
審
査
機
関」）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
邑
る

も
の
と
す
る。
ま
た、
そ
の
業
搭
を
行
う
指
定
安
全
管
理
審
査
機
関
及
び
一
般
用
霞
気
工
作
物
に
係
る
詞
査
を
行
う
指
定
詞
査
概
関
等
に
つ

こ
の
法
律
改
正
に
伴
い、
特
に、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
安
全
管
理
審
査
制
度
の
詳
細
設
計
を
行
う
た
め、
電

気事
業
審
議
会
基
本
政
策
部

会
の
下
に
霞
力
安
全
問
題
検
討
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ、
平
成
十一
年
九
月
か
ら
審
議
が
行
わ
れ
同
年
十
二
月
に
報
告
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

存
こ
の
報
告
を
受
け
て
平
成
十
二
年
六
月
に
関
係
政
省
令
の
整
備
が
な
さ
れ、
平
成
十
二
年
七
月一
日
に
改
正
電
気
事
業
法
が
施
行
さ
れ

⑦ ® ⑤ ④
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